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研究要旨 

がん相談支援センターの活動評価として、実際の相談内容や相談件数などの定期的かつ

継続的な収集がなされている。しかしながら、「相談記入シート」を用いて多数の項目別に

相談件数の報告がなされているものの、その内容分析や相談件数の年次的変化の検討、そ

れに基づく問題抽出や調査項目の改善等の試みは十分ではない。がん患者の個々のニーズ

に応じた質の高い相談支援を提供するためには、がん相談支援センターにおける相談支援

活動の客観的評価方法の確立が求められる。特に、データを用いた相談支援活動の客観的

評価としてのがん診療連携拠点病院間のベンチマーキングは全くはなされていない。その

ため、各施設にとって自施設の全国レベルでの位置づけの判断ができない状況である。そ

のために今年度は、「相談記入シート」を活用したがん診療連携拠点病院間の相談支援活

動のベンチマーキングの意義の検討や、そのための指標を作成するための議論を行った。  

 

A． 研究目的 
がん相談支援センターにおける相談支援活動の客

観的評価方法を確立する。そのために今年度は、「相

談記入シート」を活用したがん診療連携拠点病院間

の相談支援活動のベンチマーキングの意義やそのた

めに用いる指標を検討する。 
 
B．研究方法 
1. まずは、研究班の中で、医療マネジメント領域で

行われている施設間のベンチマーキングの意義

についての理解を深めた。 
2. その上で、がん相談支援の領域でのベンチマー

キングに資する指標についての議論を行った。 
 
（倫理面への配慮） 
本研究における情報の分析・調査については、原則

として匿名化したデータを扱うため、個人情報保護

上は特に問題は発生しないと考える。 
 
C．研究結果 
班会議において、以下を議論し共通認識を深めた。 

1. がん相談支援センターの活動評価として「相談

記入シート」を用いた多数の相談内容の項目別

の相談件数の報告がなされているものの、その

内容分析や相談件数の年次的変化の検討、それ

に基づく問題抽出や調査項目の改善等の活動は

十分になされていない。 
2. それらのデータの経時的な変化を見ていくこと

の重要性に加えて、がん診療連携拠点病院間の

ベンチマーキングを行うことの認識を深めた。 

3. ベンチマーキングのためには、どの指標が必要

か、現在の調査項目だけでよいか、新たに項目を

追加する必要があるかの議論を行った。 
 
D．考察 
本年度は、がん相談支援の実態を客観的に評価す

る必要性を議論することから、分担研究者としての

活動を開始した。そのための客観的評価方法として、

がん診療連携拠点病院間のベンチマーキングの意義

を認識できたことは、がん相談支援の領域では進歩

と言える。実際に何の指標で評価するかの決定とベ

ンチマーキングの実施は来年度の課題であるが、各

がん診療連携拠点病院内でのがん相談支援の在り方

だけでなく、他施設との比較結果のフィードバック

によって、自施設の全国における相談支援レベルの

位置づけが明確になることは、全国のがん相談支援

活動の質の改善につながるとともに、その均てん化

へも資すると予想される。 
 
E．結論 
がん相談支援センターにおける相談支援活動の客

観的評価方法の確立の一つとして、「相談記入シート」

を活用したがん診療連携拠点病院間の相談支援活動

のベンチマーキングの意義の検討や、そのための指

標を作成するための議論を行った。  
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